
南予地域柑橘農業復興対策チーム第 1８回会議の概要 

                                     

                                

 

１ 園地復旧について   

（１）原形・改良復旧の取組及び営農再開状況【宇和島市】（Ｐ１） 

   原形復旧は、４年度末までに約９割が復旧完了（140 カ所のうち 130 カ所） 

残る 10 カ所は、Ｒ５年秋の収穫時期までには完了予定 

改良復旧２カ所(河内、小名)は、４年度末で事業完了 

（２）再編復旧の推進【南局農村整備課】（Ｐ２～Ｐ５） 

   玉津地区：白浦工区・法花津工区とも工事中。白浦工区は、６年春の植栽開始に向け、頂上

部の造成や植穴対策(溝掘して砕いた土砂を再投入)も完了し、傾斜部の植付面造

成計画も確定。今後、植栽に向けた肥培管理や用水管理について、準備を進める。 

立間地区：３工区で工事計画の地元合意が大詰め。うち白井谷工区については、Ｒ５年度早々

に工事着手予定 

２ 営農支援策について 

（１）復旧園地における穴掘り機の活用【JA えひめ南】（Ｐ６～Ｐ７） 

   実証試験により選定した電動式ハツリ機(スコップチゼル付き)を、３月上旬からレンタル開 

始。機関紙の配布やパンフレットの掲示などにより、非組合を含む農家へ幅広く周知する。 

（２）早期成園化に向けた大苗育苗や新技術の概要【JA えひめ南】（Ｐ８） 

   玉津柑橘倶楽部で南柑 20 号等 1,600 本、ＪＡえひめ南は、今年度から地元企業に 3,000 本

の委託生産を開始しており、被災園地向けの２年生ポット苗木は確保 

（３）労働力確保対策【JA えひめ南】（Ｐ９） 

   JA えひめ南では人材派遣会社を２社から４社に拡大 

   今年度のボランティア・アルバイターの受入実績は、延べ 609 人を確保 

（有償ボランティア 305 人、アルバイター304 人） 

アルバイターや女性農業者等の環境改善を図るため、JA えひめ南管内に簡易トイレを３基 

増設（R2～R3:10 基、R4:３基 計 13 基） 

３ 温州みかんの生産販売状況について【JA えひめ南】（Ｐ10) 

   Ｒ４年産の京浜市場出荷状況：H29 年(被災前)並み（11,764ｔ）  

販売価格(京浜市場 1/30 現在)：H29 年比 102％（温州みかん：291 円/kg）  

４ その他 

○令和５年度の国補助事業について【県農産園芸課】（Ｐ11～Ｐ14） 

  ・果樹支援対策（未来型果樹農業等推進条件整備事業） 

  ・産地生産基盤パワーアップ事業 

令和５年２月 22 日（水）13：30～ 
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